　仕事もせず、学生でもないニート（NEET：Not in Employment, Education or Training）と呼ばれる若者が、８５万人にのぼったという報告がある。国や地方自治体も支援に乗り出しているが、本人はもとより家族、特に親の苦しみは大きいだろう。
　ニートとはもともとイギリスで生まれた言葉で、雇用されていない、かつ教育や職業訓練も受けていない人を指す。日本では、対象年齢を１５歳～３４歳として、フリーターや求職活動中の人はニートには含めていない。それにもかかわらず、これだけの数になっている。食べていくことができなければだれでも働くのに、そうしようとしないのは親や家族に甘えているだけだという意見もある。

　先日、ニートとなった３０代前半の青年とその家族のドキュメンタリーを見た。都会の学校を卒業後、就職活動をして入社した会社で、仕事の厳しさと残業の多さについていけずに会社をやめ、その後転職するが人間関係に悩んでまたも退職する。気を取り直して就職活動をするが、なかなか採用されず、傷つき、自信を失い、とうとう実家に戻ってひきこもってしまう。それまで家族のために働いてきた父親は、当初は失望のあまり激怒し、息子を避け、その存在を無視した。しかし、いつまでたっても希望が見出せない状況をなんとか打開しようと、ニートの子どもをもつ親を支援するセミナーに出席したことによって、徐々に家族間の緊張が和らぎ、本人にも活力が戻ったというケースだった。定年退職した父親は、セミナーに出席して初めて自分が息子の好きな食べ物を知らないことに気づいてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がくぜん),愕然)としたと語った。それでもひきこもってから、再び就職活動を始めるまでに数年の期間を要したとのことである。
　この１０年あまり不況のために企業の採用意欲が低く、若者に限らず働きたい人が働く場所を得られないという状況が続いてきた。親の世代が就職した時代と比べて、新入社員にも即戦力を求め、十分な教育期間を設けようとしない企業も多い。働く意欲はあっても社会経験に乏しい若者には厳しい現実だろう。しかし、明るい兆しもある。業績の回復や団塊世代の大量退職を迎えることを背景にして、企業の採用意欲が久々に高まってきているのである。
　ニートが話題になり始めた当初は、現代の若者の気質の問題、本人の意欲の問題といった批判的な意見が多かったように思う。しかし、最近では若者だけの問題ではなく、社会全体の問題として受け止められてきている。次の世代を担う若者に、多くの経験を積む場である仕事を提供できるかどうかが、社会全体の大きな課題となっているのである。
